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MW −4・5　正 常二 倍体だ が 反復する胞状奇胎 に観察され る母 由来ア レル の DNA メ チ ル 化異常と NLRP7 遺伝子変異
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【目 的】反 復する 胞状奇胎 （RHM ，　 recurrent 　hydatidiform　mole ）は，全胞状奇胎 （CHM ，　 colnplete 　hydatidif。 rm 　mole ＞と

病 理 学 的 ・免 疫 組 織 学 的 に は 鑑 別 で きな い が，特殊 な分 子 遺伝学的病態背景を有する こ とが 明 らか に なりつ つ ある．本研究で

は，日本人孤発性 RHM の ゲ ノム ・エ ピ ゲ ノ ム 解析 を行 い ，そ の 特徴 を明 らか に した．【方法】孤発性 RHM 症例 に対 して 全エ

ク ソ ン配 列 解析 を 行 っ た ．胞状奇胎組織 は，一塩 基 多 型情報 を利用 して ア レ ル の 親 由来 解 析 と DNA メ チ ル 化解析 を行 っ た．

本研 究 は施 設 倫理 委員会の 承 認 と，提供者 へ の 説明 と同意取得を行 っ て 進 め た．【成績】全 エ ク ソ ン 配 列解析 に よ り，5例 中 1
例の RHM 患 者 に NLRP7 遺伝 子 の 新 規 ナ ン セ ン ス 変 異 を 同定 した．対 照 群 の CHM 患者お よ び 健常者 に は病的変異候補 を認

め なか っ た．組織標本か らレ
ー

ザ
ー

マ イク ロ ダ イセ ク シ ョ ン法 に よ り微量 の RHM 由来ゲ ノ ム DNA を 回収し，少な くとも8
つ の 異 な る染 色体領 域 全 て が 両 親 由 来 の 一塩基多型 を有す る こ と を確認 した．DNA メ チ ル 化解析 は，一塩 基 多型 情報 に基 づ

きア レ ル の 親由来を厳密 に区別 して 行 っ た，母由来ア レル の イ ン プ リ ン テ ィ ン グ 遺伝子 領 域 の DNA メ チ ル 化 の み に 異常を

認め，父 由来ア レ ル の メ チ ル 化 は正 常 で あ っ た ．【結論】本邦 で 初め て RHM の 分子遺伝学的確定診断に 成 功 す る と共 に，特 殊

な分子病態か ら発症 起 源 と予後が推 測 可能 で あ っ た．今回新規変異を同定 した NLRP7 遺伝子の 機能は 未知で ある が，変異効

果 は stochastic と考え られ ，他 の 生 殖発生 異常 と の 関連も今後の 検討課題 で あ る．

MW −5−1　妊娠中の 動脈径の 変化 とその 調節因子に つ い て の 検討
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【目的】妊娠中は循環血漿量 の 増加，末梢 血 管抵 抗の 低下 等，dynamicな循環変化が 生じる．本研究 で は，妊娠中の 動脈径の

変化及び，その 調節に 血管内皮由来局所因子，自律神経機能が 関与 して い るか 否か を明 らか にす る事を目的とした，【方法】イ
ン フ ォ

ーム ド・コ ン セ ン トが得 られた 当院周産期外来受診妊婦の うち，心 血管系疾患，妊 娠糖尿病，切 迫早 産等 の合併症の な

い 117人 を対象 と した．妊 婦健 診 時 に，上 腕動脈安静時血 管径を超音波検査装置 に て 測定 し，続 い て 血 管 内皮 機 能 と して，
FMD （Flow 　mediated 　dilation）を測定した．自律神経機能評価に は，心電図 R −R 間隔変動を周波数解析及 び，非線形解析 を

行 っ た．【成績】血管径 は 妊娠初期か ら27 週頃まで 拡張 し，28週以 降ほ ぼ一
定 と なっ た，FMD は妊 娠 中ほ ぼ

一
定で あ っ た ．

周 波 数解析 に よ る総 自律神経活動は 27週頃まで 低下し，28週以降ほ ぼ
一一

定 と なっ た．非線形 解析 に よ る SDI は 27週 頃まで

低下 し，28週以 降ほ ぼ一
定 と な りMax 　line　lengthは 33週 頃 まで増加 し，34週以 降ほ ぼ

一
定 と な っ た．　Determinism （DET ）

は 30週 頃 まで 増加 し，31週以 降ほ ぼ
一

定 とな っ た．α2 は 29 週 頃 まで 増 加 し．30 週 以 降 ほ ぼ
一
定 となっ た．27週 まで の 安静

時血 管径 と FMD に有意 な負 の 相 関 を認 め た （r＝−0．32．　 p＜0，0001）．血管径 と周波数解析 に よ る総 自律神経 に有意 な相関を

認 め な か っ たが，非 線 形 解析 に よる SDI と有 意 な負の 相 関 （r − −0，24，　p＜ 0．05）を，　Max 　line　length（r＝O．23，　P ＜ O．05），　DET

（r　・・　O．28，pく 0．05），砿 （r ＝0．22，　 p＜ O．05）と有意 な正 の 相 関 を認 め た ．【結 論】妊 娠 中の 動脈径 は 妊娠 27週 頃 まで に 拡 張 し，
そ の 調 節 に は 血 管内皮由来局所因子 及 び 臼律神経機能の 両 者 が 関 わ っ て い る．

MW −5−2　音響放射圧 （ARFI） に よ る 胎盤弾性評価 に 関する研究 ；妊 娠中
・後期 での 検討
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【目的】ARFI に よっ て生じる剪断弾性波伝播速度 （Vs）測定に基 づ く胎盤弾性評価 が新たな胎盤機能評価法 となり得 るか を

検討 す る こ と．【方法1当院の 倫理規定 に 沿 い ，研究へ の 参加 に 同意 の 得 られ た妊 娠 17〜40週 の 116例 （非疾病群 ：93例，胎

児発育不全 （FGR ＞群 ：16例，妊娠高血 圧 症候群 （PIH）群 ：7例〉で，胎盤付着部が 前壁 で あ る症 例 を対象と した．音響放

射圧 （ARFI ）を照射す る こ と に よ っ て 生 じる 剪 断弾 性 波 伝播速度が 硬 さの 指標で あ る ヤ ン グ 率 と相関す る こ とを利用 し，妊

娠中の 胎盤 の 弾性評価 を行 っ た．ARFI 照射可能な 超 音波 診 断装 置 （シーメ ン ス 社 ACUSON 　S2000）を用 い て ，母体腹壁上 か

ら前壁 付 着胎 盤 の 剪断弾性波伝播速度を測定した．5 回測定 し た平均値 を測定値 （Vs ：m ／s）とした．1）非疾病群 に お ける妊

娠週数の 進行 に伴 うVs 値の 変化を，直線回帰分析を用 い て 検討した．2）非疾病群，　FGR 群，　PIH 群 にお ける Vs 値 を Kruskal
−Wa11is検定を用 い て 比較検討 した．【成績】1）妊 娠中 ・後期 で は．妊 娠 週 数 の 進 行 に 伴 い Vs 値 は

一
定 で ，0．99± 0．29　m ／s

で あ っ た．2）FGR 群，　PIH群 の Vs 値 は そ れ ぞれ 1．19± 0．39，1．47 ± 0．52　m ／s で ，　FGR 群，　PIH群 は 非疾病群 に 比 べ ，　Vs

値 は有意 に高か っ た．【結論：妊娠中 ・後期 で は胎 盤 弾 性 は一定で あ り，FGR 群，　 PIH 群で は非疾病群 よ り胎盤弾性が上 昇 し

て い る こ とか ら，ARFI に よる 胎盤弾性評価が 新た な胎盤機能評価法とな り得 る こ とが示唆された．
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